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研究成果の概要（和文）：医療費適正化や個別化医療などの複数の側面から重要性が指摘され、研究への活用の
注目度も高いレセプト情報等データベース（NDB）解析を糖尿病合併症に対して実施した。
眼科レーザー治療の実態の網羅的な把握、糖尿病合併高血圧患者に対する降圧治療実態の把握ができた。2 型糖
尿病患者の眼底検査実施に対する高血圧、脂質異常症などの因子についても検討できた。糖尿病に対する薬物治
療開始後1年以内の眼底検査実施割合は約3割、併存症のある糖尿病患者は眼底検査実施割合が低く、特に併存症
と同施設で治療された患者で低いことが判明した。NDBを用いた疫学研究のための分析用データベースの構築も
可能となった。

研究成果の概要（英文）：Importance was pointed out from several aspects such as medical cost 
optimization and personalized medicine. Japanese health insurance database(NDB) analysis with high 
attention for use in research was carried out for diabetic complications.
Comprehensive grasp of actual conditions of ophthalmic laser therapy and grasp of the actual 
situation of antihypertensive treatment for hypertensive patients with diabetes mellitus. We could 
also investigate factors such as hypertension and dyslipidemia for the examination of ocular fundus 
for type 2 diabetic patients.Approximately 30% of the examination of ocular fundus within one year 
after the start of drug treatment for diabetes mellitus, diabetic patients with comorbidities was 
found to have a low ratio of ocular fundus examination, especially in patients with co-morbidity and
 those treated at the same facility .It was also possible to construct an analytical database for 
epidemiologic research using NDB.
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１．研究開始当初の背景 
国が集積している全レセプトデータであ
るナショナル・データ・ベース（NDB）やそ
こから派生したサンプリングデータセット
を用いた調査・分析が進められているが、デ
ータ量が多くデータ処理には高度の技術も
要することから、少なくとも眼科領域におけ
る活用事例には乏しかった。NDB は病名な
どに限界はあるものの、日本で行われている
実診療行為をほぼすべて内包するデータで
あり、我が国における最大のコホート研究を
実現し得る状況にあった。 

 
２．研究の目的 
眼科領域における NDB を用いた実診療実
態解析に挑戦すること。具体的には、医療法
で指定されている 5疾病 5事業にも挙げられ、
様々な合併症を併発することから医療費高
騰の大きな要因のひとつとして指摘されて
いる糖尿病について、糖尿病網膜症や黄斑症
をはじめとした糖尿病眼合併症に関する診
療実態を調査するとともに、その疾病動向を
疫学的側面、経済学的側面から評価し、効率
的な糖尿病眼検診の仕組みや治療へのプロ
トコールの可能性を探り、活用事例の第一例
とすることを目指すこと。 
 
３．研究の方法 
日本の保険診療内で実施される全医療行
為を記録する NDB を活用することで、比類な
い規模でのリアルワールドの臨床研究が可
能となっている。本研究では、研究チームが
管理する予定のオンサイトセンターなどを
活用し、実績に乏しい眼科領域での臨床研究
活用を実現する。 
研究期間前半にあたる H27 年度～H28 年度
には、レセプト構造を臨床研究に活用しやす
いデータ構成に再構成し、NDB の眼科領域で
の研究に活用できる研究基盤作りを行う。 
研究期間後半にあたる H28 年度～H29 年度に
は、前半で形成された研究基盤を活用し、実
際のコホート型臨床研究に耐えうるものか
実証を行う。眼科領域の研究の中でも、医療
費の有効活用などの視点から意義が高い糖
尿病眼合併症に関する研究を行い、効率的な
糖尿病眼検診の仕組みや治療プロトコール
作成を行う。 
 
４．研究成果 
医療費適正化や個別化医療などの複数の
側面から重要性が指摘されている医療ビッ
グデータ解析の中でも、悉皆性の高さから注
目度も高いレセプト情報等データベース
（NDB）解析を糖尿病合併症に対して実施し
た。平成２２年から２５年の１０月診療分の
NDB サンプリングデータセットを主対象とし、
民間提供のレセプトも含めた研究を実施で
きた。 
糖尿病網膜症をはじめとする眼科レーザ
ー治療の実態を網羅的に把握でき（平木ら。

第28回日本レーザー医学会関西地方会）た。
また、糖尿病合併高血圧患者に対する降圧治
療実態についても把握結果を報告（平木ら。
第 59 回日本腎臓学会学術総会.）することが
できた。2 型糖尿病患者の眼底検査実施に対
する高血圧、脂質異常症などの因子について
も検討（河村ら。第 16 回 日本抗加齢医学会
総会）することができた。糖尿病患者におけ
る眼底検査実施率について詳細な分析も可
能となった。 
その結果、糖尿病と新たに診断の上、薬物
治療開始後1年以内の眼底検査実施割合は約
3 割で、併存症のある糖尿病患者は眼底検査
実施割合が低く、特に併存症と同施設で治療
された患者で低い (Kawamura T. Jpn J 
Ophthalmol. 2017)との報告も行った。我が
国における弛緩出血の実態解明（佐藤ら。日
本周産期・新生児医学会、Sato M.J Matern 
Fetal Neonatal Med. 2018）も可能となった。 
(Kawamura T.Jpn J Ophthalmol. 2018) 
これら一連の研究を踏まえて、NDB を用いた
疫学研究のための分析用データベースの構
築ができたことも（岩尾ら。第 11 回 IT ヘル
スケア学術大会）大きな成果の一つに挙げら
れる。 
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